
ファシリティマネジメントフォーラム2025
ヘルスケアFM研究部会

能登半島地震JMAT活動

ー危機管理対策を考えるー

埼玉石心会病院
危機管理対策課 平沼



ヘルスケアFM研究部会



病院初の災害派遣

期間 2024年2月4日～9日
隊員 6名（医師1、看護師1、救命士2、事務1）
移動 車両2台
活動 JMAT調整本部（石川県庁）

‣当初、能登半島中部～北部の被災地活動の予定であったが、
本部統括の重要性（機能維持）から、埼玉県隊・北海道隊で
本部に専従することとなる

‣本部は、金沢以南支部を兼ねており、被災地活動に移行となる
場合もあるとのことで、重装JMAT仕様で車両にて現地入り

‣病院初の災害派遣 緊張・興奮状態 いかに冷静に急ぐか？



JMAT概要

名称 日本医師会災害医療チーム

目的 災害急性期以降の被災地の地域医療回復支援全般

‣都道府県医師会（石川県）から日本医師会に派遣要請
都道府県医師会毎に編成して派遣

‣隊員資格は特になし ⇔ DMAT（訓練を受けた隊員が登録）

活動指針

第1目標：被災地の診療支援
第2目標：被災地医師との協働による、避難所、施設等巡回
第3目標：地域行政と連携し、避難所支援や調査、被災地域

の病院（拠点病院）の診療支援等



JMAT調整本部

‣人員、装備、現地活動日数の違い

‣各都道府県単位で必ずしも活動が
標準化されている状況にはない

石川県医師会災害対策本部
本部長（会長）

副本部長（副会長）

参与（東京●●病院）

本部長 1名  交渉
理事  3名  広報・県内医療担当・被災地医療担当
参与  1名  本部員、本部統括リーダー ※キーマン
統括  2名  北海道隊・埼玉県隊各医師
本部員 複数 北海道隊・埼玉県隊・日本医師会事務員

石川県医師会災害対策本部
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先発隊報告 能登北部～中部（1/21日時点）
項目/地域

北部
珠洲

北部
輪島

北部
能登

中部
穴水

中部
その他

活動
病院支援・搬送
施設巡回
避難所支援

病院支援・搬送
孤立集落支援
避難所支援

病院支援・搬送
施設巡回
避難所支援

病院支援・搬送
施設巡回
避難所支援

搬送
施設スタッフ支援

宿泊
施設雑魚寝
病院宿泊（寒）

病院・中学校床
車中泊推奨せず
自力確保推奨

病院・役場床
車中泊

※七尾市
※富山県高岡
往復5～6H

金沢市内ホテル
富山県内ホテル

トイレ
断水（凝固剤）
一部仮設トイレ
一部トイレカー

下水✕
一部仮設トイレ
簡易トイレ推奨

一部仮設トイレ 断水（凝固剤） 断水（凝固剤）

食事 要持参
要持参
コンビニ往復4H

要持参 要持参
金沢市内購入可
富山県内購入可

ガソリン 利用可 利用可 利用可（日中） 利用可 利用可

交通
（移動）

穴水 2H以上
※通常1H

穴水 2H以上
※通常30分
悪路・スタック増

金沢 4～5H
※通常2H
土砂崩れ多数

金沢 3H
※通常1.5～2H

金沢 1～2H
富山 1～2H
ほぼ渋滞なし



先発隊報告 能登北部～中部（1/21日時点）

自己完結的備え

車両関係 夏タイヤ・除雪、脱輪用品・給油ポイント事前調査
食事関係 麺類、汁物・野菜缶・熱源（プレミアムCB缶、OD缶）
衛生関係 折畳便座・トイレ用テント・処理剤・感染対策用品
事務関係 ノートPC、プリンター、ポケットwifi（3社切替）

‣食事・排泄は快適にプライバシーも確保したい（個人用テント）

項目/地域
北部
珠洲

北部
輪島

北部
能登

中部
穴水

中部
その他

通信
携帯電話○
衛星電話○

携帯電話○
一部不可

携帯電話○
衛星電話○

DoCoMo△
衛星電話○

携帯電話○
衛星電話○

ゴミ 持帰り必須 持帰り必須 持帰り必須 持帰り必須 持帰り必須

その他
防寒対策 暖房設備があってもストーブのみ（僅か）、建屋内宿泊であっても床に雑魚寝など
車両関係 冬用タイヤ、チェーン、パンクに対応出来る装備、駐車場所（⇔現地被災者場所）







宿泊場所確保

当初予定
出発：1月20日頃
活動：能登半島中部～北部
宿泊：①七尾（断水、宿泊のみ）

 ②高岡（通常営業）

‣いずれも大部屋1室、雑魚寝

最終確定
出発：2月4日
活動：JMAT本部（石川県庁）
宿泊：③金沢（通常営業）

‣飲食店、現地調達も出来たが…

①

②

③

JMAT中部～北部活動地域

JMAT金沢以南活動地域



2月4日出発

移動：7時30分発～15時着
給油：富山（往）、長野（復）

440㎞（7~8時間）
救急車80㌔限界



金沢市内状況

‣ライフライン正常

‣ホテルは被災者、支援者で満員

‣縮小傾向  救助関係（消防）

‣増強傾向  警察、水道、廃棄物等

JMAT調整本部



活動内容（当院チーム）

1．部隊指揮・配置・連絡    
2. 派遣隊受付・ブリーフィング  
3. 情報収集・分析・施設カルテ





情報収集 施設カルテ作成 分析
‣支援JMAT隊の活動日報より収集
‣避難所、施設単位で緊急度を決定
‣翌日以降の部隊数、配置を決定



本部スケジュール

8:30 DMAT金沢以南避難調整会議
9:00 DMAT会議（内部）

13:00 医療対策調整会議
13:00 金沢以南保健医療福祉調整
16:00 石川県庁災害対策本部会議
17:30 石川県南避難所調整会議
18:00 DMAT会議（全体）
18:30 JMAT本部・支部全体会議

火曜日 日本医師会石川県調整本部連絡会議
火曜日 石川県医師会郡市区医師会連絡会議
月水金 JMAT・DMAT会議

活動時間 12時間程（概ね7時30分～20時頃）



振返り

本部活動
‣CSCATTT（いかに調整、コントロールが出来るか？）
‣本部統括業務を経験出来る可能性は極僅か（貴重）
‣活動が途切れないこと、どこまで標準化、システム化出来るか？

JMAT課題
‣あれもこれもやろう   現場の希望と違う、引継ぎ出来ていない
‣JMAT指針・目的   チーム独自の解釈、活動目標？
‣派遣チーム構成  本部隊は、事務系が多いと尚良
‣ICT環境整備  （例）EMIS ※アナログ運用含めて

はき違え

✕何か成し遂げてくる（成果）  寄添う気持ち
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